
 

 

▼核兵器に依存しない 

長崎は９日、被爆から７３年を迎えました。

長崎市平和公園で、平成時代最後の「長崎原

爆犠牲者慰霊平和祈念式典」が行われました。

田上市長からは平和宣言で、核兵器禁止条約

の早期発効や核に依存しない安全保障を、国

際社会に求めました。 

 

 原爆投下時刻の午前１１時２分、参列する

市民らが黙とうを行い、被爆者の思いを次世

代に継承することの意義や戦争体験者が少な

くなる中で、語り継いでいくことを忘れては

なりません。 

●平和記念像の意味● 

神の愛と仏の慈悲を象徴し、垂直に高く掲

げた右手は原爆の脅威を、水平に伸ばした

左手は平和を、横にした足は原爆投下直後

の長崎市の静けさを、立てた足は救った命

を表し、軽く閉じた目は戦争犠牲者の冥福

を祈っている。 


